
静
岡
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
中
原
第
４
号
墳
の
出
土
品 中原第４号墳と周辺遺跡の位置

　

中
原
第
４
号
墳
は
、
広
見
公
園

の
南
西
、
伝で

ん

法ぼ
う
ざ
わ沢

川
の
東
岸
で
平

成
４
年
に
発
見
さ
れ
、
発は

っ
く
つ
ち
ょ
う
さ

掘
調
査

が
行
わ
れ
た
古
墳
で
あ
る
。
調
査

に
よ
り
完
全
に
掘
り
上
げ
ら
れ
、

現
在
は
消
滅
し
て
い
る
。

　

中
原
第
４
号
墳
は
、
厩う

ま
や
ど
の
み
こ

戸
皇
子

（
聖

し
ょ
う
と
く徳
太た
い
し子
）
が
誕
生
し
た
と
さ

れ
る
６
世
紀
後
半
に
つ
く
ら
れ
た

古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

発
見
さ
れ
た
時
、
墳

ふ
ん
き
ゅ
う丘

は
す
で

に
削
ら
れ
て
い
た
が
、
墳
丘
の
周

囲
に
掘
ら
れ
た
円
形
の
溝
と
横よ

こ
あ
な穴

式し
き
せ
き
し
つ

石
室
が
残
っ
て
い
た
。
周
溝
の

大
き
さ
か
ら
、
墳
丘
の
直
径
は
約

11
㍍
と
推す

い
て
い定
さ
れ
る
。

　

埋ま
い
そ
う葬

施し
せ
つ設

で
あ
る
石
室
は
破
壊

や
盗と

う
く
つ掘

の
被
害
を
受
け
ず
、
つ
く

ら
れ
た
時
の
姿
を
残
し
て
い
た
。

石
室
の
広
さ
は
、
奥
行
き
約
4
㍍

60
㌢
、
幅
約
1
㍍
10
㌢
を
測
る
。

3
人
が
3
回
に
分
け
て
埋
葬
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

石
室
か
ら
は
、
装

そ
う
し
ょ
く
ひ
ん

飾
品
で
あ
る

玉
類
、
大た

ち刀
や
鉄て
つ
ぞ
く鏃

な
ど
の
武
器

や
多
く
の
土
器
、
轡

く
つ
わ

や
鐙
あ
ぶ
み

な
ど
の

馬
具
、
鍬く

わ
さ
き先

や
鉄て
っ
ぷ斧

な
ど
の
農
工

具
、
鍛か

じ冶
具
の
鉄か
な
は
し鉗
や
針
な
ど
の

生
産
用
具
な
ど
、
種
類
も
量
も
豊

富
な
副ふ

く
そ
う
ひ
ん

葬
品
が
出
土
し
た
。

　

埋
葬
さ
れ
た
人
物
は
、
渡と

来ら
い

人じ
ん

を
含
む
土
木
開
発
や
手
工
業
の
技

術
者
集
団
を
率ひ

き

い
て
古
代
富
士
地

域
を
開
発
し
、
武
人
的
な
性
格
も

有
し
て
、
王
権
と
も
結
び
つ
い
た

有
力
者
と
想
定
さ
れ
る
。

　

富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
富
士
市
立
博
物
館
）
で
は
、

令
和
4
年
1
月
6
日
か
ら
、
中
原

第
４
号
墳
出
土
品
に
係
わ
る
常
設

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
拡
充
し
、
通
常

は
展
示
し
て
い
な
い
資
料
を
期
間

限
定
で
展
示
す
る
。

　

多
く
の
人
に
富
士
の
歴
史
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
と

な
る
だ
ろ
う
。

　

富
士
市
伝で

ん
ぼ
う法

に
か
つ
て
存
在
し

た
古
墳
「
中な

か
は
ら原

第
４
号
墳
」
の
出

土
品
が
、「
中
原
第
４
号
墳
出
土

遺
物
一
括
」
と
し
て
、
令
和
3
年

12
月
24
日
、
静
岡
県
指
定
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
12
月
17
日

に
静
岡
県
知
事
か
ら
県
文
化
財
保

護
審
議
会
へ
諮
問
さ
れ
、
同
日
の

答
申
を
受
け
て
、
24
日
、
県
知
事

に
よ
り
告
示
さ
れ
た
。

　

指
定
さ
れ
た
の
は
、
中
原
第
４

号
墳
か
ら
出
土
し
た
玉
、
武
具
、

馬
具
、
生
産
用
具
、
農
工
具
、
土

器
な
ど
。

　

未
盗
掘
と
み
ら
れ
る
石
室
か
ら

発
見
さ
れ
た
多
種
多
量
な
副ふ

く
そ
う
ひ
ん

葬
品

は
、
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
人
物
の

姿
と
、
そ
の
当
時
の
富
士
地
域
の

姿
を
現
代
の
私
た
ち
に
伝
え
て
く

れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
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文化振興課
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調 査

研 究活 用

報 告

市民の理解と協力のもと
発掘調査の実施

調査・研究の成果を
報告書として刊行

外
部
の
研
究
者
と
と
も
に

調
査
成
果
の
検
討

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め

展
示
や
講
座
の
開
催

埋蔵文化財を活かす
4つの柱

【調査・研究・報告・活用】

埋蔵文化財を活かす
4つの柱

【調査・研究・報告・活用】

 

　
　
中
原
第
４
号
墳
　
発
見

 
         

発
掘
調
査

　
　 

　
　『
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』
刊
行

　
　 

　
　
静
岡
県
考
古
学
会

 

　
　
　  『
東
国
に
伝
う
横
穴
式
石
室
』

　
　 

　
　
本
報
告
書
刊
行
の
た
め

 
 

　
　
　
　
整
理
作
業
開
始

　
　 

　
　
県
内
外
の
研
究
者
に
よ
る

 
   

　
資
料
の
調
査
・
検
討
と
研
究
会

　
　 

　
　
　
　     

各
研
究
者
が
報
告
書
に

 
 

　
　
　
　
　
　
　
考
察
論
文
を
執
筆

　
　 

　
　
本
報
告
書
刊
行

　
　 

　
　
中
原
第
４
号
墳
出
土
品

　
　
　
　
　

   

富
士
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定

　
　 

 

　
　
富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
第
55
回
企
画
展

 
  

　
　
　『
産
業
の
種
蒔
く
人

　
　 

   

　
　       

ー
伝
法
中
原
４
号
墳
と
古
代
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
ー
』

 
 

　
出
土
遺
物
や
石
室
の
原
寸
復
元
な
ど
展
示

　
　 

　
　
市
指
定
文
化
財
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
               『

中
原
第
４
号
墳
の
被
葬
者
に
迫
る
』

　 

　
　
日
本
考
古
学
協
会
静
岡
大
会

 
               『

境
界
の
考
古
学
』

 

　
　
季
刊
考
古
学
・
別
冊
30

 
               『

賤
機
山
古
墳
と
東
国
首
長
』

 
 

　
中
原
第
４
号
墳
を
含
む

 
 

　
伝
法
古
墳
群
に
つ
い
て
研
究
発
表

　
　 

　
　
文
化
庁
主
催

 
               『

発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
２
０
』
展

　
　 

　
　
　
　
　  

伝
法
古
墳
群
出
土
品
が
全
国
５
箇
所
を
巡
回

　
　   

　
　「
中
原
第
４
号
墳
出
土
遺
物
一
括
」
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定

中
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第
４
号
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発
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か
ら
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中
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調査研究研究 報告報告活用 活用
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３
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２
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２
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令
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～
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年
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２
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３
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年
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～

25
年
10
月
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年
４
月

20
年
１
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６
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３
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５
〜
７
月

平
成
４
年 

４
月


